
　2世紀前の二s一トンの干渉色の観測ぱニュートン環

て余りにも有名ではあるが，最近狡展Lた色彩論は再び

この干渉色と取組んで興味ある成果をあげている。本交

｛まその一部てあるが從來鰹騒的にのみ扱われていた繊敏

色の問題にぱじめて理論的裏付けをなしたものである。
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　硝子その他の均質等方の物睡でも，なまし（Anneal・

ing）の不良等のために歪が獲つていると結晶のやうL二

複屈折をする。したがつて硝子の獲留歪の有無をしらべ

るには，通常の複囲折をしらべるやうに直交；コル＊の

間へ入れて見ればすぐわかるはずである。ところがこの

方法ははなはだ感度が悪いので，通常下のような方法を

用うる。すなわち直交ニコルの間へ結晶を入れ，これを

白色光で見ると波長により複屈折の程度が異るため着色

して見える。この複屈折による光路差が約524lnμにな

るような結晶（例えば雲母の厚さ約0・1mm　　3

の板｝を入れてやると，干渉色は紫色にな

る。そしてこの色は光路差の塑化による干渉

色の鍵化がもつとも鏡敏なところであるの

で，この結晶禮に重ねて弱い複屈折をもつ物

瞠を入れてやると（第1圖），僅の複屈折で

も色が赤または青の方へ鏡敏に愛るので，弱

い複羅折を敏感に橡出または測定し得るので

ある。

　この方レは鏡敏紫色騨の方法といわれ古

くから知られているものであるが，主として

脛臨こよつて見出されたもので十分な理論的

根擦がない。それは色というものが物理學の

研究の封象としてとらえ得なかつたからであ

る。ところが最近特に職時中から職後に米國

で色の研究（色彩駒）が非常に酸達して，種聖

精密なdataが供給され十分敷量吼に取扱え

零ニコルプリズムを二つ，その幟光面が互に直角にな

　ーδようi：kいナニものo簾一のニコルプリズムを蓮う

　t二簾光臨第ニニコ几プリズムで至部さえぎられる

　から槻野は暖黒であるめ㍉この聞＾襖屈折龍を入れ

　ると健光の干渉にょりその蔀分が明乙くなり，並屈

　折の在存がわかる襲羅をいラ　（カット篇眞参照）o

”昔は赤色といつていデニ　（4き照）。
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　　　　　　第1岡　鏡敏色歪槍査機

るようになつた。そこで華者はこれを干渉による着色の

現象に鷹用し尭研究をはじめたのであるが，その一一つと

して上泄のような鏡敏紫邑をこれによりしらぺ面白い結

果を得たので之れを述べて見よう。

2，ニコル閏の結晶の色

　結品の薄片の中に光が入ると，一般に互に二つの直角

な偏光画を有する偏光に分れることは結晶光學の激える

ところである。この二つの偏光te野し結晶の屈折牽D：ee

るので甫膿己光學系を出た光は干渉により強度の鍵化をき
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　　第2圖　干渉色の1．C，1．グラフ
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歎　　第’雛第・3號・』・
獄　　　　7eす。その強さ1は結晶車の二っむ偏光の光路差4およ

　　　　　び結晶と二つのFコルブリズムの偏光面の間の角の函籔

’　　　　として與えられる。とくに二つのニコルプリズムの偏光’

　　　　　面がZIS行で結晶申の偏光面の二等分線の方向にある場合

　　　　　く「李行ニコルで封角線位置」）と，’互に直角の場合（「直、

　　　　　交晶コル」）を考えて見よう。この場合1はdのみの函

　　　　　籔となるが，dは用いる波長λにより異るので，’白色光

　　　　　が入封しtc場合には出てくる光は着色している。この色

　　　　　を色彩論的たしらべるteめには出てくる光の申の三原色

　　　　　の量（X，　Y，Z）を求めればよく，これは例えば，光源の

　　　　　午ネルギー分布E（Z）と・波長Zの光の申のXの混有畠

　　　　　量駅λ）を知り（E．1．x）をすべての波長について集計

　　　　　すればXが求められ，同様にしてy，Zも求められる。
　　　　　　　　の
　　　　　　この三つの量がわかれば透過光の色相，鮮朗度，朗る

　　　　　さの三つが求められ色は完全に決るのであるが，前＝堵

　　　　・のみを問題にするときはX，　Y，Zの比のみでよく，
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ことは，このグラフからでは困難であるが，うまい具合

にU雄ifof単Chromaticity　Scale（UfC．S．）とVg“
､のが

ある。これは竜とは色温度の計算等のために作られたも

のであるが，こaグラフでは二融間の距離が二つの色の

色相の差に比例するようにできている。第2圖のグラフ

をこれに移すとas　3圖のようになるジこれから光路差が

’d1とd2の色を示す繍の間の距離をdSとすれば，　d1－

d2　＝　AdとしてK＝dSノ∠4が色の感度を與えることにな

る。第3圖から「直交ニコル」・と「卒行ニコル」の二つ．

の場合についてK　＝　dSZddを求めてみると第く咽のよ

うになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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を用ひて屯よい。このX，yを縦および横軸として座標に

表した亀のが1．CLの表色法＊なのである。（筋ン，a）と　　　　　　　　　置第4圖　色感度曲線

して1・　C・　1・で護表されたものを用い・E（λ）としては　　　　この圖を第2圖を滲照しながら見るとういずれも干渉

7000°の黒騰の輻射のそれをとつて＊＊x・　yを求めグラフ　　色が紫色のところがKのピPクになつてお鉱これは既

に示すと例えば陣行＝＝ルでng角線位置」の場含はd　述の鏡鱗色の事實と一致する・e）のである．同じ曲線に

をパラメPタPとして第2圖のようになる。　二　　　　　　；つ以上のピークがあるρは第一次，第二弐の鏡敏色が

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　あることを示すが，第一弐鏡敏色の方が感度がよいとい・
奏2議膓魏藩撫嘆化の齢を求める・うの磯と一致する・ところが；つの曲線のピークを

　　t－　＿　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらべて見ると，挙行ニコルの鏡敏色の方が直交ニコル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のそれよりはるかに感度が太である。それなのたこの事

欝羅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　440　　　　　　　　　　　　　　ある）」いうことに」な・？

震1

墓

π

　　　　サ平行二：ル
　、　　　　　　　　　　　（タ寸角で立置）

　　　　　　　　ハ’激二加
　　　　　　　ノ＼
　　　　　　　！　　　　　　㍉、　　　　　　　　　　　　、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　d

1

螺墾鋤
　欄棚

4θo、

躍

irT渉色

第3圃　等色差表色系．（U．C。S．）、

馳a2σ

響＝a／e

o

評，

おてり，歪橡査機や，鑛物

顯微鏡でも鏡敏色板とし　．3．

てこの厚さの複属扮膿を、営

傭へているのみである。

だが第4圖の示すところ　　　、

にしたがえば＝コルブリ

ズムを準行にして，この

間に光路整262mμ・の複．

屈折膿を饗角線位置に入’

三れた方がはるかによい感

度が得られるのである⑰　　　ll

　ただしこれは結晶が正i

確に野角線位置にある時

の話で，ζれから外れる
　　　　　　　　　　　　　　y
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　　　　　灘．「二1れ力響濯随の柵光にもつともMN、o
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と色相は攣らないが，飽莉度が悪くなb鮮虜さが落ち

る。しkがつて色の感度も幾分か低下するこ≧になる
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が，計算によれば鍬角線位置から土5°以内では直交＝コ

ルの場合より感度ぷ悪くなることはないという結果が出

てくる。

4、光源の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ弐に昔の文酬こほ鋭敏色を與える光路差は，直交ニコ

ルの場合d＝560～580mμで1：渉色も紫でなく赤に近いe

ように詫されている。ところが今回の計算では4＝ち24

Inμとなつているが，この差はどこからきたのであろ一う
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　　　　　　　第　　5　　圖

　鏡敏色蓼奥えるdと光源の色温度との關係
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　か。これをしらぺるため今度は光源を別の温度丁の完

　全黒艦として見た。この結果は第5圖に示したように渥

　度が下ると，dが増加する。この關係はa，　bおよびC　　　　’

　を常数として　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　．

，　　　　　　　　d＝a十b／TC

で正確に表される。これを用い4r575　fhμの時のTを

求めると，約2000°’になる。この場合の鏡敏色は第6圖

に示すようにずつと赤昧がかつたものになる。この温度

拡ちようど炭素電球のそれに相當するので，昔の人は炭i

素観球を使つて實験しtaのではないかと想豫される。事

蜜575卿を與えている丈献は1910年のものでありダ

yグステソ電球の普及は1910年以後である。

　このことからわれわれが鋭敏色ならびにこれを與える

』光路差dを云云する場合には，用いる光源を正確に雛

しなければ意味がないことが明かになつたわけであるe）
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第6濁　鋭轍色の色相

　5，結　　び

　結晶片ρ間を通つた白色光の着色現象を色彩論的に取

扱い，鋭敏色というものを撒量的に論じることができk。

この結果今まで全然氣付かれずにあつたより感度のよい

鏡敏色の存在を確め得，より敏感な複屈折膿の橡出装躍　　　　4

（例えば光學硝子の歪橡査機）を作ることができte。今ま

での論交でこのことを指摘しているものは，筆者の蜘る

範園ではない。これはその論文の書かれte當時の色彩論

の魏が不＋分であ？t・ナ・めと・pe・kが鏡債翻に

はななかか見出すことが困難であつたためもあろうが，　　　、

ニコルといえば直交してのみ用いるという先入襯もあつ｝t，

たためであろう。

　筆者あ試作した（μ4）≒260mPtの鏡敏色板を鑛物顯微

鏡に用いて見たところいちじるしく鋭敏で，結晶の微細

な構造がよ’くわかり，また從來の鏡敏色板では見禺せな

かつたような僅の歪，例えば顯微鏡の野物レソズを枠に

入れるとき締めつけ過ぎtet4めに生じた歪等も明瞭に認

めることができナこo　　，　　　　　’　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　詳綱は著溝の下記報告を墨照していおだきた、・。
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